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の開通見通しについて 
～平成２９年「えひめ国体」までに側道部（国道５６号から空港まで）を開通します～ 

 
 

 

 

 
※開通の見通しは、標準的な工程を想定した場合の目安であり、今後の予算状況や施工上の条件

変化等により、変更することがありますので留意ください。 

 

～開通により期待される効果～ 
  

効果１：高速道路(松山ＩＣ)～松山空港間の移動時間が約７割短縮することで、

空港からえひめ国体会場までのスムーズな移動をサポートします。 
 
効果２：松山空港から今治市、西条市、新居浜市への１時間以内のアクセス

圏域が拡大し、観光等の地域経済に寄与します。 

 

本施策は、四国圏広域地方計画の広域プロジェクト【Ｎｏ．５地域の自立的・持続的発展に向けた｢資国｣産業競争力強化
プロジェクト】の取り組みに関連します。 

        

 

 

 

 

 

平成 28 年 5 月 31 日（火） 

松 山 河 川 国 道 事 務 所 

愛  媛  県 

松 山 市 

  

平成２９年「えひめ国体」の開催に間に合うよう、松山外環状道路の側道部

（国道５６号から松山空港までの区間）を開通する見通しです※。 

これにより、松山空港から国体会場までの円滑な交通を確保します。 
 

お問い合わせ先 （○主な問い合わせ先） 

【全般（自動車専用道路部・一般道路部）】 

国土交通省 四国地方整備局 松山河川国道事務所 電話 089-972-0034（代表） 

○副所長  庄野
しょうの

 達也
た つ や

（内線205） 

工務第二課長   新池
しんいけ

 保
やす

徳
のり

（内線411） 

【一般道路部】 

 愛媛県 土木部 道路建設課 電話 089-912-1000（代表） 

  ○課長       髙
たか

瀬
せ

 進
すすむ

 （内線4411） 

 松山市 都市整備部 道路建設課 電話 089-948-6570（直通） 

  ○主幹       中村
なかむら

 寛
ひろし

 



＜事業概要＞
○松山外環状道路（以下、外環）は、松山ＩＣ・松山空港・松山港等の地域の交通拠点間のアクセス性向上、 市内
中心部へ流入する交通の分散を目的とした地域高規格道路で、自動車専用道路部は国土交通省、一般道路部
は愛媛県、松山市、国土交通省が整備しており三者が協同で事業を実施しています。
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【松山外環状道路】松山外環状道路の概要
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H29開通箇所

【これまでの開通による松山ＩＣ～国道５６
号の所要時間の短縮】

9分短縮

5割
短縮

※所要時間：
「整備なし」は、平成26年10月21日の調査結果によ
る実測値（7:00～19:00間での最大所要時間）（ルー
トは幹線道路を利用した一般的なルート）
「整備後」は、平成27年4月２１日の調査結果による
実測値（7:00～19:00間での最大所要時間）

外環の標準断面図
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松山外環状道路インター線

【凡例】

高速道路

直轄国道

松山外環状道路

空港アクセスルート

会場アクセスルート

愛媛県 ◎
松山市

松前町

・ＪＲ松山駅からメイン会場間のシャトルバスなど
の運行経路に松山外環状道路を指定している。

<えひめ国体実行委員会>

・松山空港まで繋がれば、大幅に時間短縮すること
からさらにスムーズな運行が可能となり、運営面
からも非常に期待している。

■外環状道路の完成に期待する大会関係者の声

○松山外環状道路は松山市の渋滞緩和や空港アクセス道路として整備。インター線はH２８年度に全線開通予定。
○松山外環状道路を松山空港まで側道で繋ぐことで高速道路（松山ＩＣ）と松山空港のアクセス時間が約７割短縮。
○H２９「えひめ国体」までに側道を開通させることで、国体開催時の選手や観客の輸送等を支援。

松前公園体育館
（ボクシング）

●H29えひめ

国体競技会場

【松山外環状道路】高速道路と空港を接続し国体開催を支援

事業名
松山外環状道路

インター線 空港線

概要
市内の渋滞緩和及び松山 ＩＣと松山
空港等とのアク セス向上

延長 ４．８km ３．８km

車線数 ４車線（暫定２車線）

【事業概要】

7割
短縮

【これまでの開通による松山ＩＣ～国道５６
号の所要時間の短縮】

9分短縮

5割
短縮

※所要時間：
「整備なし」は、平成26年10月21日の調査結果によ
る実測値（7:00～19:00間での最大所要時間）（ルー
トは幹線道路を利用した一般的なルート）
「整備あり」は、自専道部の旅行速度を60km/h、側
道部の旅行速度を40km/hと仮定して算出
「整備後」は、平成27年4月２１日の調査結果による
実測値（7:00～19:00間での最大所要時間）

今回公表箇所
L=2.4km
(側道部)

H29年 開通予定

(自専道部)

H28年度
開通予定

松山市内の渋滞状況
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【松山外環状道路】空港からの圏域拡大により観光産業を支援

○松山空港の利用者数は年々増加傾向であり、平成26年度の利用者数は過去最高（約２８０万人）を記録した。
○今治市、西条市、新居浜市は松山市に次いで松山空港利用者が訪れている地域である。
○今回開通区間を含む松山外環状道路空港線の本線が全線整備されることで、松山空港から今治市、西条市、新居浜
市への１時間以内のアクセス圏域が拡大し、愛媛県全体の観光産業を支援することが期待される。

【松山空港利用者数の推移】

資料）平成２６年度松山空港の利用状況について

【松山空港アクセス1時間圏域の変化】

資料）平成２５年度航空旅客動態調査 （Ｈ２７．３）
※休日集計

2,000

【松山空港利用者の到着地（目的地）＜愛媛県内＞】

過去最高の

約２８０万人

【松山空港アクセス1時間圏域の変化】

※現道はＨ２２センサス混雑時旅行速度を基に算出
松山外環状道路の整備区間は、Ｖ＝60ｋｍ/ｈと仮定し算出
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【凡例】
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国道（指定区間）
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外環状道路インター線整備後
（１時間圏域）*

外環状道路
インター線＋空港線整備後
（１時間圏域）
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33
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※空港線は本線開通時のＶ＝60ｋｍ/ｈと仮定し算出

松山外環状道路空港線の
整備により、松山空港から
今治市、西条市、新居浜市
への１時間以内のアクセス
圏域が拡大

今治市、西条市、新居浜市は
松山市に次いで空港利用者が
訪れている地域

＊外環状道路インター線はH28年度全線開通予定


